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タミフル（リン酸オセルタミビル）の害に対する
適切な対処を求める要望書
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　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１． 異常行動、異常行動による事故死、ならびに睡眠中の突然死などとの因果
関係を速やかに認めること

２．タミフル使用後の異常行動や異常行動による事故死例はタミフルによる可能
性が強いことを、緊急情報として医療関係者ならびに国民に、確実に警告す
ること

３．タミフルの添付文書を早急に改め、以下を記載すること。
a)「タミフル使用後の異常行動や異常行動による事故死例はタミフルによる
可能性が強い」ことを「警告」欄に記載する。
b)「タミフル使用後、呼吸抑制を起し、睡眠中突然死する危険性がある」こ
とを「警告」欄に記載する。

４．タミフルと異常言動との関連が認められなかったとの趣旨の報告書は、一旦
取り下げ、再検討し、タミフルと異常言動には強い関連が認められたとの結
論に変更すべきである。

５．2006年 7月に医薬品医療機器総合機構が不支給等の決定を行ったタミフル
服用後の死亡例に関して、その因果関係を認め、不支給決定を速やかに撤回
すること

６．現在申請されている医薬品副作用被害救済に申請されているタミフル服用後
の死亡例など副作用被害例に関して、その因果関係を認め、速やかに支給の
決定をすること
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